
２

災
予
防
、
地
区
の
巡
回
、
年
末
特

別
夜
警
、
出
初
式
、
地
域
で
開
催

さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
警
備
な
ど
、

地
域
に
密
着
し
、
強
い
使
命
感
と

郷
土
愛
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
組
織
】

　
飛
騨
市
消
防
団
は
古
川
、
河

合
、
宮
川
、
神
岡
の
４
方
面
隊
で

構
成
さ
れ
、
方
面
隊
ご
と
に
分

団
・
部
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
分
団
は
、
女
性
の
み
で
構
成
さ

れ
る
女
性
分
団
や
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
を
操
作
す
る
自
動
車
分
団
な

ど
、
地
域
や
機
能
に
応
じ
て
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
団
員
数
】

　
飛
騨
市
消
防
団
に
は
消
防
団
員

と
災
害
支
援
団
員
、
退
職
し
た
消

防
職
員
や
消
防
団
O
B
が
加
入

し
、
災
害
時
に
限
り
活
動
）
が
所

属
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
６
月
１
日
現
在
、
飛

騨
市
消
防
団
に
は
8
6
0
人
（
内

訳
：
消
防
団
員
6
9
4
人
、
災
害

支
援
団
員
1
6
6
人
）
が
所
属
し

て
い
ま
す
。

消火栓の説明をする消防団員

消火訓練の様子

　
消
防
団
は
、
各
地
域
の
住
民
の

皆
さ
ん
に
よ
り
構
成
さ
れ
、「
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
精
神
に
基
づ
い
て
、
地
域

の
安
全
を
守
る
た
め
の
消
防
機
関

の
一
つ
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職

業
に
就
き
な
が
ら
、
災
害
発
生
時

に
は
、
火
災
の
消
火
活
動
を
は
じ

め
台
風
な
ど
の
風
水
害
、
大
雪
に

よ
る
雪
害
、
地
震
な
ど
の
大
規
模

災
害
に
対
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
活
動
内
容
】

　
消
防
署
員
と
連
携
し
な
が
ら
、

火
災
発
生
時
に
消
火
活
動
や
残
火

処
理
、
地
震
や
風
水
害
の
発
生
時

に
被
災
者
の
救
助
・
救
出
、
警
戒

巡
視
、
避
難
誘
導
、
行
方
不
明
者

の
捜
索
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
普
段
は
消
火
訓
練
や
火

避難者を誘導する消防団員 入退団式
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地域の安全を守る消防団

【
飛
騨
市
消
防
操
法
大
会
】

　
消
防
団
の
技
術
向
上
と
士
気
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
飛

騨
市
消
防
操
法
大
会
が
５
月
27
日

（
日
）
に
古
川
町
若
宮
駐
車
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
市
内
か
ら
24
チ
ー
ム

が
参
加
。
今
回
は
小
型
ポ
ン
プ
操

法
が
行
わ
れ
、
団
員
が
ホ
ー
ス
を

延
ば
し
、
火
に
見
立
て
た
標
的
に

放
水
す
る
ま
で
の
時
間
や
正
確

性
、
規
律
性
な
ど
を
競
い
、
腕
を

磨
き
ま
し
た
。

【
県
大
会
に
向
け
て
】

　
市
大
会
で
優
勝
し
た
河
合
方
面

隊
第
３
分
団
第
１
部
は
、
８
月
５

日
に
郡
上
市
で
開
催
さ
れ
る
「
消

防
感
謝
祭
」
第
67
回
岐
阜
県
消
防

操
法
大
会
へ
飛
騨
市
消
防
協
会
の

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

【
出
場
選
手
】
（
敬
称
略
）

指
揮
者
：
水
川
　
一
喜

１
番
員
：
竹
林
　
和
輝

２
番
員
：
池
田
　
倫
也

３
番
員
：
岩
田
　
博

補
助
員
：
永
田
　
駿
員

県
大
会
に
出
場
さ
れ
る
皆
さ
ん

に
意
気
込
み
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
こ
れ
ま
で
共
に
訓
練
を
重
ね
て

き
た
仲
間
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
訓
練
の
成
果
を
最
大
限
に
発

揮
し
、
良
い
結
果
が
出
せ
る
よ
う

ベ
ス
ト
を
尽
く
し
ま
す
。

消防団に入隊する条件は、18歳以上で心身ともに健康、
居住地または勤務地が市内であれば、性別関係なく誰でも入団できます。
主に社会人の男性消防団が多いですが、
６月１日現在、21人の女性消防団員が活動しています。
消防団には皆さんの力が必要です。自分のため、大切な人のため、
そして自分が住んでいる地域のために、消防団に入団してみませんか？

飛騨市消防団　団員・女性団員募集中！

消防本部総務課 0577-73-6198

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

優
　
勝

河
合
方
面
隊
第
３
分
団
第
１
部

優
秀
選
手
賞

指
揮
者
：
水
川
　
一
喜（
河
合
）

1
番
員
：
盤
所
　
諭
　（
河
合
）

2
番
員
：
池
田
　
倫
也（
河
合
）

3
番
員
：
森
下
　
浩
介（
古
川
）

水川 一喜さん
指揮者

　
市
大
会
で
は
、
良
い
成
績
を
収

め
ら
れ
ま
し
た
が
、
個
人
と
し
て

は
納
得
の
い
く
結
果
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
県
大
会
で
は
納
得

の
い
く
操
法
を
し
て
、
番
員
賞
と

い
う
結
果
を
出
し
た
い
で
す
。

竹林和輝さん
１番員

　
ふ
る
さ
と
へ
の
感
謝
と
誇
り
を

胸
に
、
明
宝
の
夏
空
へ
勝
利
の
水

柱
一
線
延
長
！

池田倫也さん
２番員

　
今
年
42
歳
に
な
り
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
や
れ
ま
す
！

　
町
の
平
和
の
た
め
、
そ
し
て
消

防
団
の
こ
れ
か
ら
の
た
め
、
私
が

40
代
の
希
望
の
星
に
な
る
！
立
ち

上
が
れ
40
代
！

岩田博さん
３番員

　
方
面
隊
の
協
力
に
よ
り
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。
個
性
の
強
い
メ

ン
バ
ー
で
す
が
、
大
会
当
日
は
ひ

と
つ
に
な
り
、
市
の
代
表
と
し
て

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

永田駿員さん
補助員

題
ろいろい

話のちま
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登録通知証を手にする井上清敬課長と都竹市長

都市・地域再生等利用区域指定伝達式
６月11日（月）　市役所

高原川が都市・地域再生等利用区域に指定

テープカットを行う関係者

みらい飛騨サテライトがオープンしました
６月10日（日）　ハートピア古川

重症心身障がいの方へ在宅支援

　みらい飛騨サテライトがハートピア古川内にオープンし、開
所式が行われました。
　重症心身障がい在宅支援センター｢みらい｣は、重症心身障
がい児者の在宅生活相談や医療・福祉施設などの相談、家族
交流会などのネットワークづくりなどを行っており、今回飛騨
圏域における重症心身障がい児者とその家族に対する相談支
援体制の強化を目的に、飛騨サテライトを新たに開所しまし
た。
　式では、テープカットや事業の概要説明が行われ、式の後に
は、障がい児者家族と支援関係者との交流会や食事の形態、
姿勢を学ぶ勉強会が行われました。

坂本さんが教材を寄付
６月11日（月）　市長室

英語を好きになるきっかけへ

教材を手にする坂本さん（右）

　神岡町で移動スーパーを経営している坂本佳祐さん、坂本
良威さんが市長室を訪れ、英語の教材を寄贈していただき
ました。坂本さんは、飛騨市の子どもたちに多くの機会に英
語に触れてもらいたいと、市内の小中学校に英語教材の寄贈
を行っており今年で４年目になりました。
　この日は、移動スーパーの売上の約１％で購入した「英語イ
ラストカード」、「英語版世界地図」、「四線黒板」、「英語ピ
クチャーカード」などの教材が都竹市長に手渡されました。
　坂本さんは「子どもたちに英語を好きになってもらい、世
界に羽ばたいてほしい。そして、将来地元に帰ってきて貢献し
てほしい」と話してくれました。

12年ぶりに開けられたスーパーカミオカンデのタンク入口

スーパーカミオカンデ改修工事始まる
６月10日（日）　東京大学宇宙線研究所

東京大学宇宙線研究所

　東京大学宇宙線研究所で６月10日、神岡町の神岡鉱山地
下にあるニュートリノ観測装置「スーパーカミオカンデ」のタ
ンク入口が12年ぶりに開けられ、大規模改修工事が始まりま
した。
　この改修工事は、宇宙の始めのころから起きてきた超新星
爆発に伴うニュートリノの観測精度を上げるため、タンク内
の純水にレアアースの一種「ガドリニウム」を添加するための
準備として、タンク内の水もれの補強や配管工事、光セン
サーの交換を行うことが目的。今後はタンク内の純水がすべ
て抜かれ補修工事が行われた後、12月中旬に観測を再開す
る予定です。　

　高原川が県内で初めて都市・地域再生等利用区域に指
定され、その指定通知の伝達式が、市役所で行われまし
た。
　この指定は、県が市からの要望を受け行われたもので、
高原川の一部区間（藤波橋から神岡消防署付近の延長約
１㌖の区間）において河川空間の民間開放を行い、さまざ
まな出店やイベント開催が可能となります。
　式では、県土整備部河川課の井上清敬課長、古川土木事
務所の小野弘康所長、都竹市長が出席し、井上課長から都
竹市長へ登録通知証の伝達が行われました。


